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■■ 岡山市公共下水道特別使用の手続き手順書 ■■

平成 29 年 1 月 1 日

岡山市下水道河川局

 岡山市公共下水道特別使用の手続き手順について、次のとおり定める。公共下水道の

特別使用申請を行う場合には、この手順書に沿って手続きを進めること。

■手続きフロー

 次頁より、上記フローの１～７の手順について、それぞれの解説を示す。
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１．特別使用申請（事業計画区域外）の申請書提出

 公共下水道特別使用許可申請書（様式第 1 号）を作成し、必要書類を添付して下水道保全課の窓

口に提出する。接続方法や図面の詳細については、事前に打合せ調整を行っておくことが望ましい。

提出後、書類を審査し、特別使用許可書の交付を行うので、許可条件に従い施工を行う。

 特別使用について、下水道事業負担金の賦課徴収を行うので留意しておくこと。その際、負担金

の賦課については翌年の１月賦課公告日の土地所有者に対して行うので、土地の売買などにより所

有者が変更になる場合には、新しい所有者に対し負担金の引継ぎ等を確実に行い、後々にトラブル

等が無いよう注意すること。また、申請者と土地所有者が異なる場合には、下水道事業負担金が発

生することについて、土地所有者の了解を得ておくこと。

負担金については、特別使用による排水施設の評価額分を減免することが出来るが、その際は無

償譲渡手続きが完了していることが前提となるので、工事完了検査合格後には、必ず無償譲渡手続

きを行うこと。減免できる金額については、岡山市が、市の積算基準に基づき算出する。

○公共下水道特別使用許可申請書（様式第 1 号：公共下水道特別使用取扱要綱）
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２．工事施工・工事完了届の提出

 工事施工後は、排水施設設置工事完了届（様式第 2 号）を下水道保全課に提出し、岡山市による

工事完了検査を受けること。この際、検査において手直し等が指示された場合には、使用者は手直

し等を施工し、市長に速やかに完了報告するとともに竣工図を提出しなければならない。

 工事完了検査では、本管や取付管、宅内桝について水を流して検査を行うので、滞水等があれば

手直しとなるので十分に注意されたい。

（※排水施設とは、特別使用許可により申請者が自ら施工する下水道施設で、基本的に市へ無償譲

渡されるものを言う。）

○排水施設設置工事完了届（様式第 2 号：公共下水道特別使用取扱要綱）
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３．竣工図作成・提出

 工事完了検査合格後には、速やかに竣工図を作成し、下水道保全課に提出すること。なお、検査

において手直し等を指示された場合には手直し等を実施し、速やかに完了報告をするとともに竣工

図を提出すること。書類審査後、排水施設検査済証（様式第 3 号）を交付する。宅内等の排水設備

等計画確認申請書を提出する際には、この検査済証が無いと受付け（要するに下水道の使用）が出

来ないので注意すること。

○排水施設検査済証（様式第 3 号：公共下水道特別使用取扱要綱）
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４．排水施設無償譲渡申請書の提出

 竣工図提出後は、地上権設定等の必要書類を添付の上、排水施設無償譲渡申請書（様式第 4 号）

を下水道保全課に提出すること。書類審査後、排水施設引継書（様式第 5 号）を交付する。引継書

には、市が引継ぐ排水施設の評価額を市の積算基準に基づき算定して記載する。この評価額は、後

に賦課される下水道事業負担金から減免を受けることができる。従って、無償譲渡申請及び、排水

施設引継書の交付が無い場合には、負担金の減免が出来ないことはもとより、維持管理（管の詰ま

りや、下水管上の道路陥没などの対応）も申請者の責任による自己管理となるので注意すること。

 また、地上権設定を行う場合、先に地役権等を設定すると地上権の設定ができず、無償譲渡手続

きを完了することが出来なくなるので注意すること。

○排水施設無償譲渡申請書（様式第 4 号：公共下水道特別使用取扱要綱）
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○排水施設引継書（様式第 5 号：公共下水道特別使用取扱要綱）
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５．排水設備等計画確認申請書の提出

 宅内の排水設備の計画について、営業課排水設備係に排水設備等計画確認申請書（様式第 1 号（第

4 条関係））を提出し、排水設備等計画確認通知書の交付を受ける。これにより、宅内のトイレや水

回りなどの排水を下水道の汚水桝へ接続する工事を行うことができる。なお、前述の排水施設検査

済証が無いと排水設備等計画確認申請の受付けは出来ないので注意すること。

（※排水設備とは、公共下水道に接続するために、私人が設け管理する排水管や排水渠等を言う。）

○排水設備等計画確認申請書（様式第 1 号：岡山市下水道条例施行規則第 4 条）
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６．宅内排水設備工事施工、完工届・使用開始届の提出

 宅内の排水設備工事が完了したら、営業課排水設備係に排水設備等工事完工届（様式第 3 号（第

5 条関係））と、営業課使用料･負担金係に公共下水道使用開始届（様式第 4 号（第 28 条関係））を

提出する。排水設備等工事完工届受理後に、市は完工検査を実施する。

○公共下水道使用開始届（様式第 4 号：岡山市下水道条例施行規則第 28 条）
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○排水設備等工事完工届（様式第 3 号：岡山市下水道条例施行規則第 5 条）

７．下水道事業負担金の納付

 岡山市下水道事業負担金条例に基づき、下水道事業負担金が賦課される。負担金は基本的には１

平方メートル当たり３７７円であるが、旧御津町、旧建部町、旧瀬戸町、旧灘崎町、高整備効率市

街化調整区域などは負担金額の算出方法が異なるので、下水道河川局営業課に確認すること。

 下水道事業負担金の賦課については翌年の１月賦課公告日の土地所有者に対して行うので、土地

の売買などにより所有者が変更になる場合には、新しい所有者に対し負担金の引継ぎ等を確実に行

い、後々にトラブル等が無いよう注意すること。

また、下水道事業負担金については、特別使用による排水施設の評価額分を減免することが出来

るが、その際は無償譲渡手続きが完了していることが前提となるので、必ず無償譲渡手続きを行う

こと。排水施設評価額については、岡山市が、市の積算基準に基づき算出する。

□岡山市公共下水道特別使用の手続き手順書

策定日：平成 29 年 1 月 1 日


